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論 文 題 目  パッシブ RFID を用いた入退室管理システムの検討 
 要  旨 
昨今のセキュリティ強化等の動向から，各企業で入退室管理システムの導入が進んでおり，入退室記録
を自動収集でき，且つ，混雑時にもスムーズな入退室を可能にする高い利便性を持つ入退室管理システ
ムが求められている．中でも非接触通信で ID 管理が可能な RFID を用いた入退室管理システムが好評
である．RFID とは主に無線タグとリーダライタで構成され，電磁誘導や電波を用いて非接触で電力の
送信やデータのやり取りを行う認証システムのことをいう．中でも，タグに電池を必要としないパッシ
ブタグを用いた RFID システムが幅広く普及している．現在のパッシブタグを用いた RFID システム
は至近距離通信用のものが主流だが，RFID の中には読取り距離が長いものがあり，その利便性は更に
高い．しかしデータ読取りにおいては，フェージングや応答の衝突など複数の問題が挙げられる．また
電波によって通信を行うため，高精度な通信エリアの制御も難しい．普及にはこれらの問題を解決する
必要がある．そのため，RFID による認証システムは至近距離通信用のものが最も普及している．しか
し至近距離通信用の場合，タグを取り出してリーダにかざす必要があり煩わしさがある．そのため本研
究では通信距離が長い UHF 帯パッシブタグを用い，タグをリーダにかざす必要がない入退室管理シス
テムを検討する．主な課題は通信エリアの制御や人体によるシャドウイングが考えられる．実用化に必
須な性能目標として通過認識率 100%・誤検知率 0%を目指す．まず 2 素子アレーアンテナを用いたシ
ステムを提案した．具体的には以下のようなシステムである．まず，ハイブリッドを用いて 90°の位相
差を与えてゲート中央のアンテナ 2 素子に給電する．次に給電ポートを高速に切り替えることにより 2
つの応答範囲（外方向，内方向）をほぼ同時に形成する．両方の応答範囲でタグが検知された場合のみ
通過と判断し，どちらの応答範囲が先にタグを認識したかで入退室を判断する．本研究では様々なシス
テム構成を検討し，最終的に 4 つの応答範囲を用いて通過認識をするシステムを採用した．このシス
テムでは 2 つのアレーアンテナを用いる．まず一方のアレーアンテナをゲートの外側に，もう一方の
アレーアンテナをゲートの内側に，それぞれゲート中央から 20cm ずつずらして設置する．通過の判断
は 4 つの応答範囲のうち，2 つ以上の応答範囲でタグが認識された場合に通過と判断し，入退室の識別
はタグを認識した順番で判断する．この構成にすることによって，ゲートの侵入口方向に指向性を持つ
応答範囲を 2 つ作ることができる．このシステムを実際に製作し，タグを実際に身につけた状態で通
過認識率測定実験を行ったところ，前胸部にタグをぶら下げた状態でも，腰側面部にタグを身につけた
状態でも，認識率 100%・誤検知率 0%という結果が得られた．今後の課題としては偏波に左右されな
いシステムの実現や，様々な体型の被験者による通過実験とそこから発生する問題への対処等が挙げら
れる． 
 
